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九谷焼技術研修所 中期経営目標 

（実施期間 令和５年度～令和９年度） 

令和５年３月  策定 

 

１ 施設の設置目的 

本県の伝統産業である九谷焼の振興を図るため、その発展を担う人材を養成するとと

もに、九谷焼の商品開発等に関する研究及び指導を行うことを目的として設置していま

す。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

  九谷焼産業に従事しようとする者に対し、陶芸に関する高度な理論と技術、技能を修

得させ、将来の九谷焼を担う優れた人材、並びに産業界に即応できる技能者を養成する

ことを役割としています。 

また、九谷焼産業に従事する者に対して、現代に調和したデザインの商品開発支援を

行うことも役割としています。 

 

３ 事業内容 

（１）人材育成（研修）活動 

業界の第一線で活躍する多彩な講師陣による講義や実習などから、九谷焼の様々な技

法を修得させることにより、伝統を受け継ぐ優れた人材を育成しています。 

◎本科（２年制・定員１５名） 

初めて九谷焼の技法を修得しようとする者が、成形から下絵・上絵まで陶磁器の

全般的知識と技能を修得するための学科 

◎研究科（１年制・定員１５名） 

本科卒業生等の陶芸の専門知識・技能を持つ者が、独自の研究テーマを設定し、

より高度な知識と技術を修得するための学科 

◎実習科（１年制・週１回・定員３０名） 

九谷焼産業に従事する者が、さらに新しい知識や技術を修得するための学科 

造形コース（ロクロ成形）、加飾コース（下絵付け・上絵付け） 

 

（２）商品開発に向けた支援 （「デザイン支援事業」） 

・卒業生や九谷焼技術者自立支援工房入居者など商品開発に意欲を持つ者を対象とし

て、専門家からアドバイスを受けながら、オリジナル性が高く、使い手の立場に立 

った「ものづくり」を行うことで、商品開発力の向上と、販路開拓のノウハウの確

立を支援しています。 
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４ 現状と課題 

（１）求められる人材の育成について 

・九谷焼の技術、技法を習得することを基本としつつ、地元業界の経営者、作り手と

して独立している研修所卒業生を講師に、九谷焼の生産と流通の商習慣、マーケテ

ィング等、卒業後の「経営」を見据えた「ものづくりから価格・販売」までの一貫

した研修プログラムへとカリキュラムを見直す必要があります。 

 

（２）研修生の確保について 

・安定的に研修生を確保していくことが課題であり、引き続き美術工芸系進学相談会

への参加、しいのき迎賓館での作品展開催、県内高校での絵付け体験教室の実施な

ど積極的な募集活動と研修所 PRに努めていく必要があります。 

                              ・入学生の多くはホームページを見て応募していることから、卒業生の活躍や体験談、

就職後の活動状況をわかりやすく掲載するなどの工夫に努めてきたところであり、

より入学希望者に魅力を感じてもらえるよう SNSでの授業風景、イベント、展示会

の紹介等内容の充実を図っていく必要があります。 

・県民大学講座としての上絵付け教室の開催、県政バスや教育機関からの見学受入、

県内外での所蔵品や研修生の作品展示の実施により九谷焼に対する理解や関心の向

上、研修所の知名度の向上に努めていく必要があります。 

 

（３）商品開発に向けた支援について 

・経営基盤を高め販路拡大に向けての自立を支援していくため、デザイン支援事業を

実施するとともに、県デザインセンターが行うマーケット・イン商品開発事業への

参加を後押しするなど、売れる商品づくりを支援してきたところです。 

 

(４)就職支援について 

・厳しい雇用環境の中でも就職できるよう、１研修生１企業に限っていたインターン

シップ研修を、希望すれば複数企業で研修できるように改めるとともに、研修生自

ら企業訪問し、積極性をアピールするなど就職先確保に努めてきたところであり、

引き続き、卒業生の就職支援に努めていく必要があります。    

 

（５）施設運営の効率化について 

・従来から、資源の節約・再利用（空調温度の適正管理、昼休み中の消灯、コピー用

紙の両面使用等）に努めてきたところであり、今後とも経費の節減・効率化に努め

ていくこととしています。 
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５ 中期経営目標 

（１）中期経営目標 

 

 

 

 

 

 

（２）測定指標と目標値 

測定指標 
基準値 

(Ｈ２９～Ｒ１平均) 

中間目標値 

（Ｒ７） 

最終目標値 

（Ｒ９） 

① 本科入学志願倍率 １．１３倍 １．３倍 １．５倍 

② 研究科定員充足率 ３３．３％ ５０％ ７０％ 

③ 実習科定員充足率 ６４．４％ ７０％ ７０％ 

④ 本科から研究科への進学率 ４２．９％ ６０％ ７０％ 

 

６ 目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１）求められる人材の育成について 

・研修生が業界関係者と交流する機会を設けることで、業界への就職につなげます。 

・カリキュラムの編成にあたっては、最近の市場動向を反映した内容となるよう業界

が求める人材の育成を意識し、即戦力となる人材養成に努めます。 

・経営基盤を高め販路拡大に向けての自立支援について、専門家からのアドバイスを

うけ、商品化につなげるとともに、そこからどのように販売につなげていくかのノ

ウハウや工夫を修得できるように努めます。 

 

（２）研修生の確保について 

・研修所の知名度の向上を図り入学希望者の増加に繋げるため、平成２５年から始め

たオープンキャンパスの内容をより充実させ、九谷茶碗まつりや九谷陶芸村まつり

に合わせた施設開放等を行いＰＲに努めます。 

・九谷茶碗まつり（５月）  研修所施設を一般開放 

・夏（８月） オープンキャンパス（研修生の実習見学や絵付けの体験など） 

・陶芸村まつり（１０月）  研修生の制作品の展示・販売 

・出張出前上絵付講座（県内高等学校） 

① 本科の入学志願者数を定員の１．５倍に高めます。 

② 研究科の定員充足率を７０％に高めます。 

③ 実習科の定員充足率を７０％に高めます。 

④ 本科から研究科への進学率を７０％に高めます。  
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・より多くの方に九谷焼や研修所を理解してもらうため、しいのき迎賓館での企画展、

地元銀行フロアーでの研修生作品の展示や研修所での開放講座(九谷焼上絵付講座)

などを引き続き開催していきます。 

・高校、短大、大学からの入学希望者を増やすため、県立工業高校や金沢美術工芸大

学などの芸術系の学生だけでなく、近在の高校などへ、地元の若者が九谷焼業界へ

関心を高めるよう、高校の就職指導担当教諭との関係を構築するなど働きかけを強

めていきます。 

また、引き続き、職員が陶芸に興味を持つ生徒を把握している美術工芸系担当教

官に直接面会し、学生への紹介を依頼していくほか、学生に九谷焼や研修所を知っ

てもらうよう働きかけます。 

・県外で陶芸活動をしている卒業生に対しては、研修所卒業生であることを個展のパ

ンフレットに記載してもらうなど、研修所の広告塔となるように働きかけます。 

・ホームページやＳＮＳでの発信については、上絵付技法の絵入り解説、講師の講義

風景を掲載するとともに、入学希望者はホームページを参考にすることが多いこと

から、授業風景や卒業生の作品の掲載など、内容の見直しや充実を図ります。 

 

(３)商品開発に向けた支援について 

・卒業生や自立支援工房入居者等の自立支援のため、引き続き、デザイン支援事業

等により商品デザイン力向上及び販路拡大に向けた指導に努めます。 

 

(４)就職支援について 

  ・研修所職員による県内陶芸関係企業訪問回数を増やし、求人等に関する情報交換を

行い、卒業後の就職支援を強化します。 

  ・業界企業に、研修生や研修所への理解を深めてもらうため、実習現場の見学及び課

題作品を展示するとともに、企業と研修生が話すきっかけを作る業界交流会の開催

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

参考資料（施設の利用状況など） 

 

１利用指標（利用人数、稼働率などの状況） 

※各学年4月学生数には、休学者、復学者含む。 

【本科】 

指標 単位 H29 H30 R1 R2 R3 

定員充足率 ％ 86.7 83.3 83.3 96.7 90.0 

 総定員(各学年15人) 人 30 30 30 30 30 

 各年度4月研修生数 人 26 25 25 29 27 

  1年 人 15 14 15 14 14 

  2年 人 11 11 10 15 13 

志願倍率(翌年度入学者入試) 倍 1.07 1.20 1.13 1.13 1.53 

 志願者数 人 16 18 17 17 23 

 合格者数 人 13 15 13 15 15 

就業率(進学者をのぞく) ％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 卒業者数 人 11 10 7 12 12 

 (うち進学者数) 人 (4) (5) (3) (5) (8) 

 関連産業就業者数 人 7 5 4 7 4 

 (うち県内) 人 (7) (5) (4) (7) (4) 

 

【研究科】 

指標 単位 H29 H30 R1 R2 R3 

定員充足率 ％ 40.0 26.7 33.3 26.7 40.0 

 定員 人 15 15 15 15 15 

 各年度4月研修生数 人 6 4 5 4 6 

志願倍率(翌年度入学者入試) 倍 0.27 0.33 0.27 0.60 0.53 

 志願者数 人 4 5 4 9 8 

 合格者数 人 4 5 4 6 8 

就業率(進学者をのぞく) ％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 卒業者数 人 6 4 5 3 5 

 関連産業就業者数 人 5 4 5 3 5 

 (うち県内) 人 (4) (4) (5) (3) (5) 

 

【実習科】 

指標 単位 H29 H30 R1 R2 R3 

定員充足率 ％ 86.7 60.0 46.7 63.3 53.3 

 総定員(各学年15人) 人 30 30 30 30 30 

 各年度4月研修生数 人 26 18 14 19 16 

志願倍率(翌年度入学者入試) 倍 0.83 0.47 0.77 0.63 0.73 

 志願者数 人 25 14 23 19 22 

 合格者数 人 19 14 19 16 21 

卒業者数 人 26 18 13 18 15 

 

【デザイン支援事業】 

指標 単位 H29 H30 R1 R2 R3 

参加人数 人 12 9 9 6 8 

デザイン検討会 回 6 7 7 7 7 

商品開発数 ｱｲﾃﾑ 11 9 9 6 8 
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２収支の状況                                          （単位：千円） 

項目 H２９ H30 R1 R2 R3 

歳入 

授業料 12,917 10,718 10,574 11,519 11,747 

入学検定手数料 415 445 429 510 606 

入学手数料 1,968 1,856 1,884 2,205 2,741 

開放講座受講料 124 104 126 42 75 

寄付金 0 0 0 0 1,000 

一般財源 77,375 77,406 80,942 77,795 80,855 

計 92,799 90,529 93,955 92,071 97,024 

歳出 

職員費 61,629 56,542 60,466 63,583 66,212 

運営費 11,515 11,711 11,976 9,896 11,269 

研修事業費 18,734 18,330 18,440 17,918 18,328 

開放講座開催費 721 700 757 674 706 

体験見学会開催事業費 0 0 0 0 0 

研修所整備事業費 200 0 0 0 0 

研修所整備費 0 3,246 2,316 0 509 

計 92,799 90,529 93,955 92,071 97,024 

 

３利用者1人あたりの一般財源投入額 

 H２９ H30 R1 R2 R3 

一般財源投入額(千円) ① 77,375 77,406 80,942 77,795 80,855 

 職員費を除いた額(千円)①’ 15,746 20,846 20,476 14,212 14,643 

利用者数(人) ② 58 48 44 52 49 

利用者１人あたりの一般財源投入額(円) 

①÷② 
1,334,052 1,612,625 1,839,591 1,496,058 1,650,102 

 職員費を除いた額(円) ①’÷② 271,483 434,292 465,364 273,308 298,837 

 


